平成25年度　第1回鶴岡市予防接種対策委員会　議事録
日時：平成25年8月5日（月）午後6時30分～午後8時

場所：にこ♥ふる　3階研修室

＜出席者＞

委　員　　　　佐藤　洋子、鈴木　千晴、岡田　恒人、佐久間　正幸、鈴木　準、小野　俊孝、伊藤　末志、

　　　　　　　　板垣　博、生田　浩樹、今野　和恵

幹　事　　　　佐藤　耕一、原田　真弓

事務局　　　 小林　まゆみ、金内　節子、佐藤　志摩、石井　美喜、丸山　涼子、長谷川　恵、佐藤　明日香

　　　　　　　　長谷川　恭子、小林　博之

＜欠席者＞

委　員　　　　松田　徹
次　第
1.委嘱状交付及び欠席連絡　　
進行：健康課長
　　 委員、幹事13名のうち、1名欠席、2名が遅れるとの連絡があった事を報告し
　　　役員改選にともない委嘱状交付と各委員の紹介をおこなう。
2.開　会　　健康課長

　　　委員、幹事13名のうち、12名の出席があり、会議が成立していることを報告。　

3.正副会長の選出　仮議長：健康課長
　　　仮議長：条例により委員の互選によって会長・副会長を定めたい、委員から意見を求める。
今野委員：前回に引き続き、会長に1号委員の松田徹委員、副会長には鈴木千晴委員にお願いしたい。　　　　　　　　　　　　　

　　   仮議長：松田保健所長は、今回、急きょ欠席となった事、また推薦があった場合、役職を引き受けて
いただく旨、内諾を得ている事を報告。
　　　　各委員から意義なしの声があり、会長松田徹委員、副会長鈴木千晴委員が承認される。
　進行：健康課長

協議に入る前に、今回は予防接種による健康被害はなかったことを報告。
　　　また、条例により会長が議長に就任することになっているが、会長が欠けた時は副会長　
　　　がその職務を代理することになっていることを報告。
4.議長挨拶 議長：鈴木千晴副会長
5.報　告

　　　議長：報告事項（1）～（4）について事務局から説明を求める

　　　（1）平成24年度定期予防接種実施報告について（報告者：佐藤志摩）

　　　（2）任意予防接種実施事業について（報告者：石井美喜）

　　　（3）「子ども予防接種習慣」の実施結果について（報告者：石井美喜）

　　　（4）その他（報告者：石井美喜）

議長：ただいまの報告に対し、質問や意見等求める。
　　　  質問、意見なし。
 議長：質問、意見はなしとして、報告事項（1）～（4）の承認を求め、承認される。
6.協　議

　　  議長：協議事項（1）～（5）について事務局から説明を求める。
（1）平成25年度予防接種法による予防接種実施計画について（説明：佐藤志摩）

（2）平成25年度高齢者インフルエンザ予防接種実施計画について（説明：金内節子）

    （3）平成25年度高齢者肺炎球菌予防接種費用助成事業について（説明：金内節子）   
　　  （4）成人に対する風しん予防接種費用助成事業の実施について（説明：石井美喜）
 　　　議長：ただいまの事務局の説明に対し、質問や意見等求める。
　　　　　   質問、意見なし。
議長：質問、意見はなしとして、協議事項（1）～（4）の承認を求め、承認される。
議長：以上で協議事項がすべて承認されました。

それでは、本委員会の協議を終了させていただきます。
7.その他　　進行：健康課長
　　   健康課長：その他について事務局より説明いたします。

1国の動き（説明：佐藤志摩）
2鶴岡市予防接種対策委員会について（説明：佐藤志摩）

健康課長：その他の部分について委員からも情報交換として発言を求める。
　　　　  　　　    質問、意見なし。
　   健康課長：予定時間を30分ほど残しており、会議全体を通しての質問、意見等

　　　   　　　   があれば発言を求める。
　   岡田委員：風しん助成で抗体価をはかり、抗体価が高くとも接種を希望する方があれば
　　　  　　　　　 接種してもかまわないか？

　   佐藤志摩：抗体価の判断基準は国の基準に沿っている。抗体価＋で接種すれば助成の対象

　　　  　　　　　 とはならない。

岡田委員：本当に全部一概に基準で切ってしまって良いのか、微妙なところもあると思うが
　 　　　　　 　そのへんのところを聞きたい？

佐藤志摩：医学的、医療技術の判断は基本的に、先生方にお願いしたい。
岡田委員：抗体検査の結果が本当に微妙なところで、「これだったら接種したほうが

　  　　　　　　安心では」というケースは患者と相談のうえ医療サイドの判断でよろしいか？

佐藤志摩：そのようにお願いしたい。
　 　　　　　 　もうひとつ先生方にお聞きしたいが、例えばワクチン接種後、もう1回抗体検査を行い

　　 　　　　　 マイナスだった場合は、次のワクチン接種を行うのか？また、時期はどうなるのか

　　　 　　　 　お聞きしたい？

鈴木委員：他の接種でもそういうケースはおこりうる。何回接種してもつかない方もいる。
　 　　　　　　 今回は、接種基準の問題で市を巻き込んでいるが、普通であればやらない。
　　 　　　　　 解釈の仕方がいろいろあって、測っている抗体価と感染防御抗体価とは必ずしも

　　　 　　　 　一緒ではないとの話もあり、そのへんはきっちり判断できるところではない。
　　　　 　　　 今回は現在の基準に沿って進めるべきでないか。
　　　　 健康課長：他に、子宮頸がんワクチンついて学校側の対応はどうか？

　　　　 生田委員：教育委員会としては文科省からの通知がないと動けないところがある

　　　　　　　　　　　 厚労省側の情報で動いてもらい、教委に情報を頂けたのは非常にありがい
　　　　　　　　　　　 県教委からの動きはなく、頂いた情報を学校側に流せたのは非常に良かった

　　　　　　　　　　　 今後も厚労省から情報があった場合はお互いに連携をはかるようお願いしたい。

　　　　 健康課長：委員の皆さん他になにかありませんか？

　　　　 伊藤委員：子ども予防接種週間だが、荘内病院では他医院で日曜診療をやっていないとして
　　　　　　　　　　　 予防接種週間に日曜診療をおこなってきたが、最近は他医院でも日曜診療をおこ
なっており、受診者が減ってきている状況にある。職員も動員しており、今後予防
接種週間の日曜診療はやめる方向でいきたい。

　　　 　佐藤志摩：子ども予防接種週間内で日曜日診療は複数医院がおこなっているようです。また、

日曜とか夜等、先生方からも工夫して取り組んでいただき、とても有難いと考えて
いるところです。

　8.閉　会　健康課長







